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Ｏ
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が
ら
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13
１  

は
じ
め
に

　

日
本
人
の
人
口
減
少
が
進
む
一

方
で
、
在
住
外
国
人
が
増
加
し
、

横
浜
市
で
も
今
年
の
４
月
に
10
万

人
を
超
え
た
（
※
１
）。
国
の
外

国
人
受
入
拡
大
方
針
の
も
と
、
外

国
人
の
受
入
環
境
整
備
が
始
ま

り
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

を
本
格
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
時
代

に
入
っ
た
。
新
時
代
の
と
ば
口
に

立
っ
た
今
、
今
後
の
取
組
に
資
す

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
改

め
て
振
り
返
り
た
い
。
主
に
（
公

財
）
横
浜
市
国
際
交
流
協
会
（
以

下
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
」
と
い
う
。）
の

活
動
歴
を
当
時
の
時
代
背
景
と

と
も
に
追
い
な
が
ら
、
在
住
外
国

人
支
援
や
多
文
化
共
生
の
取
組

の
変
遷
を
10
年
単
位
で
た
ど
っ

て
い
く
。

　
２   

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
誕
生
前
ま
で
の
外

国
人
等
の
状
況

　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
設
立
さ
れ
る
前
、

横
浜
市
の
在
住
外
国
人
は
ど
の

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
。
戦

後
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

条
約
締
結
当
時
ま
で
遡
っ
て
概
観

し
て
み
る
。

　

１
９
５
２
年
12
月
末
で
横
浜
市

の
外
国
人
の
総
数
は
１
万
２
５
６

８
人
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
設
立
さ
れ
た

81
年
の
３
月
末
で
２
万
６
１
９

人
。
お
よ
そ
30
年
の
間
に
外
国
人

は
８
千
人
余
り
し
か
増
加
し
て
い

な
い
。
70
年
代
ま
で
は
推
移
を
示

す
グ
ラ
フ
曲
線
（
図
１
）
も
な
だ

ら
か
だ
。
年
に
５
千
人
～
６
千
人

増
加
す
る
今
日
と
は
隔
世
の
感
が

あ
る
。
52
年
当
時
、
在
住
外
国
人

の
過
半
を
占
め
た
の
は
韓
国
・
朝

鮮
人
で
６
８
６
１
人
。
そ
れ
が
81

年
に
は
１
万
２
６
８
９
人
と
ほ
ぼ

倍
増
し
た
。
一
方
、
次
い
で
多
い

中
国
人
は
４
２
１
３
人
か
ら
４
４

３
０
人
と
２
０
０
人
余
り
し
か
増

え
な
か
っ
た
（
※
２
）。
韓
国
・

朝
鮮
人
と
中
国
人
で
52
年
当
時
在

住
外
国
人
の
88
％
を
占
め
、
81
年

で
も
85
％
を
占
め
て
い
た
。

　

こ
の
時
代
、
横
浜
に
お
い
て
在

住
外
国
人
と
は
、
主
に
、
歴
史
的

経
緯
か
ら
戦
後
も
日
本
に
生
活

の
本
拠
を
置
い
た
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
で
あ
っ
た
。
今
日
の
よ
う
な

多
文
化
共
生
や
在
住
外
国
人
支

援
の
取
組
が
な
い
時
代
に
、
民
族

団
体
を
立
ち
上
げ
て
結
束
し
、
自

助
努
力
で
生
活
基
盤
を
築
い
て

い
っ
た
。
そ
れ
は
戦
後
い
ち
早
く

民
族
教
育
を
担
う
横
浜
朝
鮮
初

級
学
校
を
創
立
（
46
年
２
月
）
し

た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
一

方
、
戦
前
か
ら
華
僑
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
築
い
て
き
た
中
国
人
も

横
浜
中
華
学
校
（
46
年
９
月
）
や

関
帝
廟
（
47
年
）
の
再
建
な
ど
戦

後
復
興
に
団
結
し
て
力
を
尽
く

し
て
い
た
。

　

神
奈
川
県
自
治
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
80
年
代
初
頭
に
「
国

際
化
に
対
応
し
た
地
域
社
会
の
あ

り
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
を
対
象
に
聴
き
取
り

調
査
（
※
３
）
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
住
居
の
差
別
や
就
職

差
別
を
は
じ
め
、
通
名
使
用
や
結

婚
の
こ
と
な
ど
生
活
の
実
態
を
浮

き
彫
り
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

セ
ン
タ
ー
は
、
調
査
の
一
環
で
、

83
年
に
新
規
採
用
さ
れ
た
県
職
員

６
０
０
人
余
り
を
対
象
に
「
外
国

人
に
対
す
る
意
識
調
査
」
も
行
っ

て
い
る
。
当
時
20
歳
前
後
の
日
本

人
が
在
住
外
国
人
に
つ
い
て
ど
の

程
度
の
認
識
で
あ
っ
た
か
が
表
れ

て
い
て
興
味
深
い
。
そ
れ
に
よ
る

と
、「
あ
な
た
は
、
神
奈
川
県
内

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
う
ち
、

ど
こ
の
国
の
人
が
多
い
と
思
う

か
」
の
設
問
に
対
し
て
、
回
答
者

の
66
％
が
「
米
国
」、
22
％
が
「
大

韓
民
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
」、
11
％
が
「
中
国
」
と
答

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
あ
な
た

は
、
県
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
人

は
税
金
を
納
め
て
い
る
と
思
い
ま

執
筆坂

本　

淳

公
益
財
団
法
人
横
浜
市
国
際
交
流
協
会　

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

※
１　

２
０
１
９
年
４
月
末
で
10
万
２
２
７

人
。
な
お
、
本
稿
で
の
横
浜
市
の
外
国
人
数

は
２
０
０
９
年
ま
で
は
「
横
浜
市 

人
口
の
あ

ゆ
み
」（
行
政
運
営
調
整
局
総
務
課
総
務
係

２
０
１
０
年
３
月
発
行
）、
そ
れ
以
降
は
横

浜
市
統
計
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
。

※
２　

72
年
に
日
中
共
同
声
明
が
調
印
さ
れ

（
日
中
国
交
正
常
化
）、
71
年
に
５
６
０
３
人

ま
で
増
え
た
中
国
人
は
翌
年
に
は
５
０
３
７

人
と
な
り
、
そ
の
後
も
一時
期
減
少
す
る
。
一

方
、
無
国
籍
が
71
年
の
78
人
か
ら
72
年
に
８

４
４
人
と
急
増
し
た
。

※
３　
「
神
奈
川
の
韓
国
・
朝
鮮
人　

自
治

体
現
場
か
ら
の
提
言
」
神
奈
川
県
自
治
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
「
国
際
化
に
対
応
し
た
地

域
社
会
の
あ
り
方
」
研
究
チ
ー
ム
（
発
行
：

光
人
社　

１
９
８
４
年
２
月
）
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図１ 横浜市の外国人数の推移

（1952年－1989年）
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す
か
」
に
対
し
て
、
61
％
が
「
い

る
と
思
う
」、
20
％
が
「
い
な
い

と
思
う
」、
18
％
が
「
わ
か
ら
な

い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
時
代

に
外
国
人
の
大
半
を
占
め
て
い
る

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
存
在
が
見

え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
社
会
に
お

け
る
外
国
人
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
理
解
も
十
分
で
は
な
い
と
い
う

の
が
一
般
的
な
日
本
人
の
認
識
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

も
う
一
点
、
横
浜
の
状
況
と
し

て
触
れ
て
お
き
た
い
の
が
イ
ン
ド

シ
ナ
難
民
と
中
国
帰
国
者
で
あ

る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
と
は
、
75

年
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
し
た

後
に
イ
ン
ド
シ
ナ
３
国
（
ベ
ト
ナ

ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
で

新
た
な
政
権
が
樹
立
し
た
こ
と
で

迫
害
を
恐
れ
て
母
国
を
逃
れ
た

人
々
を
い
う
。
国
は
イ
ン
ド
シ
ナ

難
民
の
受
入
れ
を
決
め
、
定
住
促

進
セ
ン
タ
ー
（
※
４
）
を
兵
庫
県

姫
路
市
（
79
年
12
月
）
と
神
奈
川

県
大
和
市
（
80
年
２
月
）
に
開
設

し
た
。
大
和
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

の
入
所
者
は
98
年
に
閉
所
さ
れ
る

ま
で
に
２
６
４
１
人
に
上
っ
た
。

そ
し
て
、
セ
ン
タ
ー
を
出
た
方
々

を
受
け
入
れ
た
の
が
大
和
市
と
横

浜
市
泉
区
に
ま
た
が
る
県
営
の
い

ち
ょ
う
団
地
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
81
年
３
月
に
は
、
厚
生

省
（
当
時
）
の
招
き
で
中
国
残
留

日
本
人
孤
児
47
人
が
肉
親
捜
し
の

た
め
に
初
め
て
来
日
し
た
。
以

来
、
訪
日
調
査
が
続
き
、
日
本
に

帰
国
し
て
永
住
す
る
方
も
増
え
て

い
っ
た
が
、
い
ち
ょ
う
団
地
が
一

つ
の
受
け
皿
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
家
族
の
呼
び
寄
せ
な
ど
も

あ
っ
て
90
年
代
に
か
け
て
外
国
人

の
団
地
入
居
者
は
増
加
し
て
い
っ

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
い
ち
ょ
う

団
地
の
自
治
会
、
い
ち
ょ
う
小
学

校
（
現
・
飯
田
北
い
ち
ょ
う
小
学

校
）、
多
文
化
ま
ち
づ
く
り
工
房

な
ど
の
外
国
人
支
援
団
体
、
泉
区

役
所
や
泉
消
防
署
な
ど
の
公
的
機

関
、
こ
れ
ら
地
域
社
会
の
ア
ク

タ
ー
が
、
手
探
り
で
日
本
人
と
外

国
人
が
と
も
に
暮
ら
す
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
試
行
錯
誤
（
※

５
）
を
始
め
た
。
多
文
化
共
生
の

先
駆
け
と
し
て
今
も
注
目
を
集
め

て
い
る
。

３    

１
９
８
０
年
代
～
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

誕
生
と
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

　

   

の
第
１
号
オ
ー
プ
ン
～

　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
横
浜
市
の
外
郭
団

体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
は
81
年

７
月
。
横
浜
市
海
外
交
流
協
会
と

い
う
名
称
だ
っ
た
。
設
立
趣
意
書

に
は
、「
日
本
の
近
代
化
に
貢
献

し
て
き
た
横
浜
の
国
際
性
、
先
進

性
、
開
放
性
と
い
う
特
質
を
積
極

的
に
活
用
し
、（
中
略
）
個
性
と

活
力
に
満
ち
た
国
際
経
済
・
文
化

都
市
を
創
造
す
る
」
と
あ
る
。
横

浜
市
経
済
局
が
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
を
所
管

し
、
海
外
と
の
文
化
交
流
や
経
済

交
流
を
目
的
と
し
た
事
業
を
担
っ

た
。
横
浜
市
の
姉
妹
・
友
好
都
市

と
の
交
流
、
ア
ジ
ア
諸
都
市
と
の

ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
や
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
が
代
表
的
な
事

業
で
あ
っ
た
。
た
だ
設
立
か
ら
間

も
な
い
時
期
に
今
日
に
も
つ
な
が

る
取
組
の
萌
芽
も
見
ら
れ
た
。
そ

れ
が
横
浜
市
に
よ
る
横
浜
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
の
開
設
（
86
年
10

月
）
で
あ
り
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
事
務

所
に
隣
接
す
る
一
角
に
第
１
号
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
ラ
ウ
ン
ジ

は
、
市
民
が
国
際
交
流
活
動
を
行

う
場
を
提
供
す
る
も
の
で
、
在
住

外
国
人
の
相
談
窓
口
と
し
て
情

報
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ

た
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
ラ
ウ
ン
ジ
を
管

理
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
運
営
す
る
形
態
で
あ
っ
た
。
当

初
は
、
急
激
な
円
高
の
影
響
で
経

済
的
に
苦
し
む
外
国
人
留
学
生
か

ら
住
居
に
関
す
る
相
談
が
多
か
っ

た
。
当
時
、
留
学
生
は
国
の
留
学

生
10
万
人
計
画
（「
二
十
一
世
紀

へ
の
留
学
生
政
策
懇
談
会
」
報
告

83
年
８
月
）
の
も
と
年
々
増
加
し

て
い
た
が
、
横
浜
市
内
の
留
学
生

は
89
年
５
月
で
８
３
６
人
と
在
住

外
国
人
の
３
％
に
も
満
た
な
か
っ

た
。
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
他
に
、
英
語

を
教
え
た
い
外
国
人
と
英
語
で
交

流
を
望
む
日
本
人
か
ら
の
問
合
せ

が
多
か
っ
た
。
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
相
談
件
数
は
89
年
に
は
１

８
６
２
件
に
達
し
、
そ
の
う
ち

54
％
が
外
国
人
か
ら
の
相
談
だ
っ

た
。
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
そ

の
後
89
年
11
月
、
緑
区
に
緑
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
（
青
葉
区
が
緑
区

か
ら
分
区
し
た
後
に
青
葉
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
に
改
称
）
の
開
設
が

続
い
た
。

　

70
年
代
ま
で
は
外
国
人
の
増
加

は
緩
や
か
で
地
域
の
国
際
化
に
つ

い
て
も
市
民
意
識
は
ま
だ
希
薄
で

あ
っ
た
。
80
年
代
に
入
る
と
国
内

の
好
景
気
の
中
、
労
働
者
不
足
が

顕
在
化
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経

済
格
差
を
背
景
に
外
国
人
の
流
入

が
増
し
（
図
１
）、
不
法
就
労
が

社
会
問
題
化
し
て
い
っ
た
。
そ
う

し
た
状
況
が
89
年
の
「
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
」
の
改
正
に

つ
な
が
り
、
90
年
代
は
急
増
す
る

外
国
人
に
よ
っ
て
状
況
が
一
変
す

る
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
も
そ
う
し
た
時
代

の
変
化
に
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。

４   

１
９
９
０
年
代
～
外
国
人
の
流

入
拡
大
と
市
民
活
動
の
拡
大
～

　

90
年
６
月
の
「
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
施
行
に
よ
り
外
国
人
の

流
入
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
ブ
ラ

ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
南
米
に
移
住

し
た
日
本
人
の
子
孫
（
日
系
三
世

ま
で
）
が
就
労
制
限
の
な
い
在
留

※
４　
（
公
財
）
ア
ジ
ア
福
祉
教
育
財
団
難

民
事
業
本
部
のH

P

参
照
。

http://w
w

w
.rhq.gr.jp/japanese/

profile/outline.htm

※
５　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
国
際
交
流
情
報
誌「
ヨ
ー

ク
ピ
ア
」（
２
０
０
０
年
３
月
１
日
発
行

No. 

34
）の
特
集「
横
浜
の
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
は
、

い
ま
」
及
び
「
ク
ー
リ
エ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
２
０

１
６
年
４
月
８
日
付
記
事
「
住
民
国
籍
10
か

国
以
上
！
難
民
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
を
選
ん

だ
日
本
の
「
超・多
国
籍
団
地
」
を
訪
ね
て
」

を
参
照
。

h
ttp

s:/
/

co
u

rrie
r.jp

/
n

e
w

s/
archives/48061/
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15
資
格
に
よ
り
日
本
に
多
数
流
入
し

た
。
自
動
車
産
業
等
の
集
積
す
る

静
岡
、
愛
知
、
神
奈
川
な
ど
が
受

け
皿
と
な
っ
た
。
横
浜
市
の
外
国

人
も
90
年
代
の
終
わ
り
に
５
万
人

（
10
年
間
に
５
割
強
増
加
）
に
到

達
し
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
を
中
心
と

し
た
外
国
人
人
口
の
拡
大
期
を
迎

え
た
（
図
２
）。

　

90
年
代
を
通
し
て
、
横
浜
市
に

お
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
３
・
６

倍
、
ペ
ル
ー
人
は
２
・
７
倍
に
急

増
し
、「
デ
カ
セ
ギ
」
と
揶
揄
さ

れ
な
が
ら
日
本
人
が
嫌
が
る
「
３

Ｋ
（
キ
ツ
イ
、
キ
タ
ナ
イ
、
キ
ケ

ン
）
労
働
」
な
ど
に
も
従
事
し
日

本
経
済
を
支
え
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊

に
よ
っ
て
90
年
代
後
半
か
ら
は
増

加
が
鈍
っ
た
も
の
の
、
日
系
人
は

こ
の
時
代
の
象
徴
的
な
存
在
で

あ
っ
た
。
同
時
期
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
も
２
・
６
倍
、
中
国
人
は
１
・

７
倍
増
加
し
た
。
増
加
数
の
最
大

は
中
国
人
の
５
７
０
０
人
増
で

あ
っ
た
。
中
国
人
は
永
住
者
が
多

数
を
占
め
る
が
、
他
に
留
学
生
、

日
本
人
の
配
偶
者
や
家
族
滞
在
な

ど
も
増
加
し
て
い
た
。
一
方
、
韓

国
・
朝
鮮
人
は
次
第
に
横
ば
い
の

状
態
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
横
浜

に
在
留
す
る
外
国
人
の
出
身
は
１

０
７
か
国
・
地
域
に
わ
た
っ
た
。

　

90
年
代
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
公
益
的
な
活
動
の
ア
ク
タ
ー

と
し
て
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
る

時
代
で
も
あ
っ
た
。
阪
神
淡
路
大

震
災
（
95
年
）
を
契
機
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化
、
特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
）
の
制
定
（
98
年
）、
そ
し
て

横
浜
市
市
民
活
動
推
進
条
例
（
00

年
）
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
制
度
整

備
も
進
ん
だ
。
横
浜
博
覧
会
（
89

年
）
の
開
催
を
契
機
に
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

に
設
け
ら
れ
た
「
横
浜
国
際
交
流

基
金
」
も
そ
う
し
た
市
民
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
役

割
を
担
い
、
市
民

に
よ
る
国
際
協
力

活
動
（
途
上
国
で

の
教
育
支
援
や
農

業
支
援
等
々
）
や

在
住
外
国
人
支
援

活
動
な
ど
に
助
成

を
行
っ
た
。
基
金

の
設
置
を
契
機

に
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の

中
に
市
民
活
動
を

支
援
す
る
中
間
支

援
機
関
と
し
て
の
役
割
が
出
て
き

た
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
行
政

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連

携
・
協
力
し
て
地
域
の
国
際
化
に

取
り
組
む
と
い
う
基
本
ス
タ
イ
ル

が
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

■
日
本
語
学
習
支
援
の
は
じ
ま
り

　

地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
の
急
増

に
伴
い
、
市
民
に
よ
る
支
援
活
動

と
し
て
拡
大
し
た
の
が
日
本
語
学

習
支
援
で
あ
っ
た
。
ユ
ッ
カ
の

会
、
Ｎ
Ｖ
Ｇ
ほ
ど
が
や
、
国
際
交

流Seya

、
そ
の
他
多
く
の
市
民
活

動
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
区

役
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

の
受
講
や
隣
人
を
助
け
た
い
と
い

う
個
人
的
思
い
な
ど
様
々
で
あ
っ

た
。90
年
代
後
半
に
作
成
し
た「
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
マ
ッ

プ
」
に
は
50
団
体
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
日
本
語
学

習
の
教
材
を
開
発
し
て
モ
デ
ル
授

業
「
サ
バ
イ
バ
ル
日
本
語
教
室
」

（
92
年
─
93
年
）
を
開
い
た
り
、

異
文
化
理
解
講
座
と
日
本
語
教
授

法
を
学
ぶ
「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
講
座
」（
93
年
─
95
年
）

を
開
催
す
る
な
ど
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
携
協
働
が
進
ん
だ
。

■
市
民
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

の
制
度
化

　

改
正
入
管
法
の
施
行
（
90
年
）

に
よ
っ
て
流
入
す
る
外
国
人
も
多

様
化
し
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
様
々
な
外

国
語
を
話
す
外
国
人
住
民
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
課
題

と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。
一
方
、

行
政
側
も
定
住
化
す
る
外
国
人
住

民
へ
の
円
滑
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

外
国
語
に
堪
能
な
市
民
を
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
も

ら
い
、
行
政
の
窓
口
や
学
校
か
ら

の
依
頼
に
基
づ
い
て
派
遣
す
る
制

度
を
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
市
と
協
働
し
て

93
年
に
立
ち
上
げ
、
翌
94
年
か
ら

試
行
的
に
実
施
し
た
。
豊
富
な
人

材
に
恵
ま
れ
た
横
浜
の
潜
在
力
の

高
さ
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
言

え
る
。
99
年
ま
で
の
派
遣
総
数
は

８
７
３
件
。
言
語
別
に
は
中
国

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
英
語
の
４
言
語
で
77
％
を
占

め
た
（
図
３
）。
派
遣
先
別
で
は
、

「
保
健
所
」、「
小
中
学
校
」、「
福

祉
事
務
所
」、「
保
育
園
」
の
４
か

所
で
82
％
を
占
め
た
。
そ
の
後
も

派
遣
は
拡
大
し
、
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
は
外
国
人
住
民
の

生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
一

つ
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

■
ラ
ウ
ン
ジ
基
本
構
想
の
策
定

　

91
年
５
月
に
保
土
ケ
谷
区
に

保
土
ケ
谷
区
国
際
交
流
コ
ー

ナ
ー
（
後
に
「
ほ
ど
が
や
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
」
に
改
称
）、
97
年

��

30000

35000

40000

45000

50000

図２ 横浜市の外国人数の推移

（1990年-1999年）

韓国・朝鮮

中国
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フィリピン

ブラジル

米国
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2500
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中国語

スペイン語
ポルトガル語

英語

韓国語

タガログ語

ベトナム語

図３ 市民通訳ボランティア派遣実績

（1999年までの言語別実績数）
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1994 1995 1996 1997 1998 1999

通訳派遣件数の推移

（1994年-1999年）
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５
月
に
港
南
区
に
港
南
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
が
開
設
し
、
ラ
ウ
ン
ジ

は
市
内
に
４
か
所
と
な
っ
た
。
こ

の
間
、
96
年
３
月
に
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
基
本
構
想
（
横
浜
市
国
際

政
策
室
（
当
時
））
が
ま
と
め
ら

れ
た
。
こ
の
中
で
ラ
ウ
ン
ジ
の
目

的
は
「
情
報
提
供
、
相
談
や
外
国

人
と
の
交
流
を
進
め
る
た
め
の
国

際
交
流
拠
点
」
と
位
置
付
け
ら

れ
、「
外
国
人
の
支
援
、
外
国
人

と
日
本
人
と
の
交
流
、
国
際
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
・
育
成
、

情
報
収
集
」
な
ど
が
機
能
と
し
て

求
め
ら
れ
た
。そ
の
担
い
手
は「
区

役
所
が
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

組
織
す
る
運
営
委
員
会
を
設
置

し
、
運
営
業
務
を
委
託
す
る
」
と

い
う
形
が
示
さ
れ
た
。
ラ
ウ
ン
ジ

は
国
際
交
流
拠
点
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
在
住
外
国
人
を
支
援
す

る
役
割
も
明
記
さ
れ
た
。

　

90
年
代
に
入
っ
て
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は

海
外
と
の
文
化
交
流
・
経
済
交
流

事
業
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
在
住

外
国
人
支
援
事
業
の
比
率
を
高
め

て
い
っ
た
。
名
称
も
99
年
４
月
に

横
浜
市
国
際
交
流
協
会
に
改
め
、

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
た
。
２
０
０
１
年
に
設
立
20
周

年
を
迎
え
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
を
策
定
し
、
そ
の
中
で

主
要
テ
ー
マ
と
し
て
「
多
文
化
社

会
づ
く
り
の
促
進
」、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
・
市
民
活
動
の
活
性

化
」
を
掲
げ
た
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
、

取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ
て
い
く

中
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
よ
う

に
「
海
外
と
の
交
流
」
か
ら
「
地

域
の
多
文
化
社
会
づ
く
り
」
へ
と

名
実
と
も
に
役
割
を
転
換
し
て

い
っ
た
。　
　
　

５    

２
０
０
０
年
代
～
多
文
化
共

生
推
進
の
方
向
の
明
確

　
   

化
と
ラ
ウ
ン
ジ
と
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

の
連
携
拡
大
～

　

00
年
代
に
入
っ
て
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
（
08
年
）
に
よ
る
景
気

後
退
を
き
っ
か
け
に
、
外
国
人
の

増
加
は
09
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
。
ピ
ー
ク
ま
で
の
10
年
間
に
横

浜
市
の
外
国
人
は
５
割
増
え
た

（
図
４
）。
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、

中
国
人
が
韓
国
・
朝
鮮
人
を
上

回
っ
て
横
浜
の
中
で
も
っ
と
も
多

い
外
国
人
と
な
り
、
10
年
で
２
倍

を
超
え
る
増
え
方
を
見
せ
た
こ
と

だ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
も
５
割

増
え
た
一
方
で
、
90
年
代
に
著
し

い
増
加
を
み
せ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
や

ペ
ル
ー
人
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ

た
。
在
留
す
る
外
国
人
の
出
身
は

１
４
３
か
国
・
地
域
に
広
が
っ
て

い
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
総
務
省
は
、
06

年
３
月
に
「
地
域
に
お
け
る
多
文

化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
多
文
化
共
生
の
意
義
、
多
文

化
共
生
施
策
の
基
本
的
な
考
え

方
、
そ
し
て
具
体
的
な
施
策
例
を

示
し
た
。
同
プ
ラ
ン
は
そ
の
後
の

地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
施
策

を
方
向
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
横
浜
市
で
は
、
先
の
「
ラ

ウ
ン
ジ
基
本
構
想
」
か
ら
10
年
を

経
て
、
在
住
外
国
人
の
増
加
と
定

住
化
の
進
展
を
踏
ま
え
て
「
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
設
置
及
び
運
営

に
関
す
る
指
針
」（
06
年
４
月
）

を
策
定
し
た
。
こ
の
中
で
、「
外

国
人
と
の
交
流
を
進
め
る
た
め
の

拠
点
」
か
ら
「
外
国
人
市
民
と
の

共
生
を
図
る
」
拠
点
へ
と
ラ
ウ
ン

ジ
の
位
置
付
け
は
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
た
（
図
５
）。

中国

韓国・朝鮮
15000

20000

25000

30000

フィリピン

ブラジル

ペルー
1000
3000
5000
7000

2000 2003 2006 2009

50000

60000

70000

80000
図４ 横浜市の外国人数の推移

（2000年－2009年）

総計

図５  地域における多文化共生推進プラン（総務省）/ 横浜市国際交流ラウンジの設置及び運営に関する指針

地域における多文化共生推進プラン（総務省）　2006年3月

「地域における多文化共生の推進に係る具体的な施策」（抜粋）

(1) コミュニケーション支援　①地域における情報の多言語化　②日本語及び日本社会に関する学習支援

(2) 生活支援　①居住　②教育　③労働環境　④医療・保健・福祉　⑤防災　⑥その他

(3) 多文化共生の地域づくり　①地域社会に対する意識啓発　②外国人住民の自立と社会参画

横浜市国際交流ラウンジの設置及び運営に関する指針（抜粋）　2006年4月　

（目的）　

（機能・事業内容）

(1) 各ラウンジが共通に有すべき機能

　ア　外国人市民に対する情報提供・相談機能

　イ　情報の取集整理機能

　ウ　人材育成機能

(2) 区や地域ニーズ・特性及び施設の状況等に応じて、各ラウンジが展開する機能

　ア　外国人市民との交流機能

　イ　その他の機能　日本語教室の開催等地域のニーズ等に応じて必要とされる機能

外国人市民に対し、身近な場で日常生活を中心とする様々な情報を提供するとともに相談に応じる等
の支援を通して外国人市民との共生を図る。
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■
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
と
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｅ
の
連
携
拡
大

　

00
年
代
は
ラ
ウ
ン
ジ
が
次
々
と

開
設
さ
れ
市
域
の
拠
点
整
備
が
進

む
と
と
も
に
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
と
の
連

携
も
拡
大
し
て
い
っ
た
。
00
年
９

月
に
港
北
区
に
港
北
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
、
07
年
９
月
に
金
沢
区
に

金
沢
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
、
同
年

11
月
に
都
筑
区
に
つ
づ
き
多
文

化
・
青
少
年
プ
ラ
ザ
、
そ
し
て
08

年
10
月
に
中
区
に
な
か
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
、
ま
た
、
ラ
ウ
ン
ジ
の

位
置
付
け
で
は
な
い
が
、
07
年
８

月
に
磯
子
区
に
磯
子
区
国
際
交
流

コ
ー
ナ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
01
年

に
市
民
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

事
業
は
ラ
ウ
ン
ジ
と
の
共
同
実
施

と
な
り
、
ラ
ウ
ン
ジ
と
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

の
当
該
事
業
担
当
者
に
よ
る
連
絡

会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
後
、
相
談
窓
口

（
05
年
）、
翻
訳
（
06
年
）、
日
本

語
（
07
年
）
と
、
各
事
業
に
お
い

て
も
情
報
共
有
や
連
携
の
た
め
の

連
絡
会
が
順
次
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ウ
ン
ジ
の

代
表
者
、
ラ
ウ
ン
ジ
設
置
区
の
担

当
者
が
一
堂
に
会
し
て
情
報
共

有
、
共
通
課
題
の
検
討
な
ど
を
行

う
ラ
ウ
ン
ジ
協
議
会
も
設
置
さ
れ

（
06
年
）、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
そ
の
事
務

局
を
担
っ
た
。ラ
ウ
ン
ジ
の
設
置
・

運
営
指
針
に
は
、「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は

各
ラ
ウ
ン
ジ
の
セ
ン
タ
ー
機
関
と

し
て
運
営
団
体
及
び
区
役
所
等
と

連
携
を
図
り
、
各
ラ
ウ
ン
ジ
が
共

通
に
有
す
べ
き
機
能
の
向
上
に
向

け
支
援
を
行
う
」
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
た
。
市
内
の
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
と
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
連
携
・
協

働
し
な
が
ら
多
文
化
共
生
の
取
組

を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
構
図
が

鮮
明
に
な
っ
て
い
っ
た
。

■
在
住
外
国
人
支
援
の
拡
大

▽
情
報
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
強
化

　

04
年
に
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
か
ら
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
の
横
浜
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

に
移
転
し
た
の
を
機
に
、
そ
れ
ま

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
運

営
し
て
い
た
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
一
部
門
と
し

て
統
合
し
、
さ
ら
に
08
年
か
ら

は
、
情
報
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
業

務
の
一
部
に
弁
護
士
や
行
政
書
士

等
専
門
家
と
連
携
し
た
専
門
相
談

を
組
み
込
ん
だ
。
多
様
化
・
複
雑

化
す
る
外
国
人
の
相
談
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
、
相
談
事
業
の
対
応
力
強

化
が
図
ら
れ
た
。
09
年
度
の
相
談

実
績（
図
６
）を
み
る
と
、「
通
訳
・

翻
訳
」
に
関
す
る
相
談
、「
日
本

語
学
習
」、「
医
療
・
健
康
」、「
在

留
手
続
」、「
教
育
」
の
上
位
５
項

目
で
相
談
件
数
の
５
割
余
り
を
占

め
た
。

▽
市
民
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

の
拡
充

　

94
年
に
始
ま
っ
た
市
民
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
も
00
年
代
に

右
肩
上
が
り
で
件
数
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
。
と
り
わ
け
、
公
立
の
小

中
学
校
へ
の
派
遣
が
急
増
し
、
過

半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図

７
）。
外
国
籍
や
外
国
に
ル
ー
ツ

を
も
つ
児
童
生
徒
の
増
加
に
伴

い
、
そ
の
保
護
者
と
学
校
の
教
員

と
の
間
の
通
訳
ニ
ー
ズ
が
増
大
し

て
い
た
。
ま
た
、
05
年
か
ら
は
南

区
役
所
と
定
期
的
に
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
契
約
を
個
別

に
結
ん
だ
。
そ
の
後
、
鶴
見
区
役

所
と
も
定
期
派
遣
（
16
年
）
が
始

ま
っ
た
。
一
定
の
通
訳
ニ
ー
ズ
が

見
込
め
る
場
や
時
期
に
応
じ
て
通

訳
を
あ
ら
か
じ
め
配
置
す
る
仕
組

み
は
今
後
ほ
か
で
も
展
開
し
て
い

け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
在
住
外
国
人
の
定
住
化

が
進
ん
で
生
活
範
囲
が
広
が
る
こ

と
で
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
生
活

保
護
や
子
育
て
に
関
わ
る
深
刻
か

つ
専
門
的
な
通
訳
事
例
が
増
加
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、

08
年
か
ら
は
一
部
の
派
遣
先
（
区

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
療
育
セ
ン

タ
ー
、
児
童
相
談
所
他
）
を
対
象

に
一
般
通
訳
か
ら
分
離
し
、
専
門

通
訳
派
遣
と
し
て
別
に
制
度
設
計

を
行
っ
た
。
専
門
通
訳
派
遣
は
そ

の
後
拡
大
し
て
一
般
通
訳
を
超
え

る
規
模
に
な
っ
て
い
く
。

▽
「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」

の
た
め
の
日
本
語
学
習
支
援

　

地
域
の
外
国
人
に
対
す
る
日
本

語
学
習
の
場
は
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
本
語
教
室（
※
６
）に
よ
っ

て
提
供
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｅ
で
は
05
年
10
月
か
ら
「
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
れ
は
公

的
な
機
関
で
あ
る
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
果

た
す
べ
き
日
本
語
学
習
支
援
の
一

つ
の
あ
り
方
と
し
て
「
横
浜
に
生

活
者
と
し
て
暮
ら
す
、
入
門
・
初

級
レ
ベ
ル
の
日
本
語
学
習
者
」
を

対
象
に
、
日
本
語
学
習
の
入
り
口

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
。「
生
活
者
と
し
て
の

外
国
人
」
か
ら
の
視
点
で
、
生
活

場
面
で
の
意
思
疎
通
を
図
れ
る
よ

う
な
日
本
語
を
習
得
す
る
と
と
も

に
、
地
域
日
本
語
教
室
等
と
連
携

し
、
地
域
に
外
国
人
を
受
け
入
れ

て
い
く
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
模
索

し
た
。

　

総
務
省
の
多
文
化
共
生
推
進
プ

※
６　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
掲
載
さ

れ
た
地
域
の
日
本
語
教
室
の
数
は
90
（
08
年

度
）、
95
（
11
年
度
）、
１
１
０
（
13
年
度
）、

１
３
１
（
18
年
度
）
と
増
加
し
て
い
る
。

通訳・翻訳

日本語学習

医療・健康

ラウンジ事業

在留

手続教育

福祉・DV
労働

結婚・離婚

出産育児

その他

図６ YOKE情報相談コーナー

相談実績（2009年度）

派遣総数
うち学校

派遣

0

200

400
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1000
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図７ 市民通訳ボランティア派遣件数

の推移（2000年－2009年）
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ラ
ン
や
横
浜
市
の
ラ
ウ
ン
ジ
設

置
・
運
営
指
針
な
ど
が
策
定
さ

れ
、
多
文
化
共
生
の
取
組
の
方
向

性
が
明
確
に
な
る
中
で
、
在
住
外

国
人
の
「
支
援
」
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
「
共
生
」
や
「
つ
な

が
り
づ
く
り
」
が
こ
れ
か
ら
の

テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。

地
域
に
は
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
が

増
え
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
と
も
連
携
が
進

み
、
外
国
人
支
援
の
基
幹
パ
ー
ト

で
あ
る
相
談
窓
口
や
通
訳
派
遣
な

ど
の
「
生
活
イ
ン
フ
ラ
」
が
整
備

さ
れ
て
い
っ
た
。
量
的
な
整
備
が

進
ん
だ
一
方
で
、
質
的
な
向
上
や

関
係
各
機
関
・
団
体
間
の
連
携
・

協
働
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
く
時

代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

６　

   

２
０
１
０
年
代
～
新
た
な
外

国
人
施
策
と
多
文
化
共
生
の

　
　

   

ま
ち
づ
く
り
の
本
格
化
～

　

10
年
代
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
の
景
気
後
退
、
そ
し
て
11
年

３
月
の
東
日
本
大
震
災
と
引
き
続

く
原
発
事
故
の
影
響
も
あ
っ
て
外

国
人
の
人
口
は
年
々
減
少
し
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
13
年
に
底
を

打
ち
、
翌
14
年
か
ら
は
再
び
増
加

に
転
じ
た
。
横
浜
で
は
10
年
代
を

通
し
て
外
国
人
住
民
は
25
％
増
加

し
、
出
身
も
１
６
０
か
国
・
地
域

に
広
が
り
、
19
年
４
月
に
は
10
万

人
の
大
台
に
達
し
た
（
図
８
）。

増
加
を
け
ん
引
し
た
の
が
ベ
ト
ナ

ム
人
（
10
年
か
ら
19
年
に
か
け
て

約
４
倍
増
・
５
４
０
０
人
増
）
と

ネ
パ
ー
ル
人
（
同 

約
10
倍
増
・

３
３
０
０
人
増
）
で
あ
っ
た
。
中

国
人
（
同 

約
２
割
増
・
６
６
０

０
人
増
）
を
含
め
た
３
か
国
の
出

身
者
で
増
加
数
の
お
よ
そ
８
割
を

占
め
た
。
一
方
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
や

ペ
ル
ー
人
の
微
減
が
続
き
、
こ
こ

に
き
て
イ
ン
ド
人
が
目
立
っ
て
増

え
て
き
た
。
緑
区
の
霧
が
丘
に
は

イ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
が
09
年
に
開
校
し
幼
稚
園

か
ら
12
年
生
（
中
等
学
校
）
ま
で

の
３
百
人
を
超
え
る
児
童
生
徒
が

通
っ
て
い
る
。

　

19
年
１
月
末
の
時
点
で
、
在
留

資
格
別
外
国
人
数
を
み
る
と
、「
永

住
者
」
が
36
％
、「
家
族
滞
在
」

が
12
％
、「
技
術
・
人
文
知
識
・

国
際
業
務
」（
※
７
）が
11
％
、「
留

学
生
」
が
９
％
で
、
こ
れ
ら
４
つ

の
在
留
資
格
で
全
体
の
お
よ
そ
７

割
を
占
め
て
い
る
（
※
８
）。
特

に
「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業

務
」
と
「
技
能
実
習
」
の
外
国
人

の
急
増
、
永
住
化
が
進
む
中
国
人

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

世
帯
が
多
い
ネ
パ
ー
ル
人
と
イ
ン

ド
人
、
技
能
実
習
生
が
目
立
つ
ベ

ト
ナ
ム
人
な
ど
が
近
年
の
横
浜
に

お
け
る
外
国
人
の
特
徴
で
あ
る
。

■
国
の
外
国
人
施
策
の
進
展

　

12
年
に
外
国
人
登
録
法
が
廃
止

さ
れ
、
新
た
な
在
留
制
度
が
施
行

さ
れ
た
。
新
制
度
で
は
中
長
期
に

在
留
す
る
外
国
人
は
在
留
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
一
方
、
日
本
人
同
様

に
市
区
町
村
で
住
民
登
録
を
行
い

住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、14
年
４
月
か
ら
、

学
校
教
育
法
の
規
則
が
改
め
ら

れ
、
公
立
学
校
に
お
け
る
外
国
籍

や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
児
童
・

生
徒
へ
の
日
本
語
指
導
が
特
別
課

程
と
し
て
正
規
授
業
に
位
置
付
け

ら
れ
た
。
外
国
人
を
日
本
社
会
に

受
け
入
れ
て
い
く
法
的
整
備
が
進

ん
で
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
国
は
国
内
の
深
刻
な

人
手
不
足
を
背
景
に
、「
骨
太
の

方
針
２
０
１
８
」（
18
年
６
月
）（
※

９
）
の
中
で
「
新
た
な
外
国
人
材

の
受
入
れ
」
を
掲
げ
、
外
国
人
就

労
の
拡
大
方
針
を
示
し
た
。
新
た

な
在
留
資
格
制
度
（「
特
定
技

能
」）
の
創
設
、
留
学
生
の
国
内

就
職
促
進
、
外
国
人
の
受
入
れ
環

境
整
備
（
多
言
語
で
の
生
活
相

談
、
日
本
語
教
育
の
充
実
）
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
、
新
た
な
在
留
資

格
を
通
し
て
今
後
５
年
間
で
最
大

約
35
万
人
の
受
入
れ
拡
大
を
図
る

と
し
た
。
18
年
12
月
に
は
「
外
国

人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の

総
合
的
対
応
策
」
も
策
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
超
党
派
の
国
会
議
員

に
よ
り
検
討
が
進
ん
で
い
た
日
本

語
教
育
推
進
基
本
法
が
成
立
し
た

（
19
年
６
月
）。
同
法
は
日
本
語
教

育
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を

は
じ
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及

び
事
業
主
の
責
務
を
明
ら
か
に

し
、
日
本
語
教
育
推
進
に
関
す
る

施
策
の
基
本
事
項
を
定
め
る
も
の

で
あ
っ
た
。

■
横
浜
市
の
動
向

　

一
方
、
横
浜
市
は
、
09
年
に
続

き
13
年
に
外
国
人
市
民
意
識
調
査

を
実
施
し
た
が
、
暮
ら
し
の
満
足

度
は
前
回
よ
り
８
ポ
イ
ン
ト
以
上

増
え
て
64
％
が
現
在
の
暮
ら
し
に

「
満
足
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い

る
。
定
住
希
望
に
関
し
て
「
横
浜

に
住
み
続
け
た
い
」
が
84
％
と
前

回
よ
り
５
ポ
イ
ン
ト
余
り
増
加
し

た
。
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
の
第

１
位
は
前
回
同
様
「
日
本
語
の
不

自
由
さ
」（
24
・
７
％
）
だ
。
一
方
、

現
在
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
人
の

68
・
４
％
が
「
自
分
で
勉
強
し
て

※
７　
「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
：

日
本
の
企
業
等
で
機
械
工
学
の
技
術
者
、
通

訳
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
の
業
務
に
従
事
す
る
外

国
人
の
在
留
資
格
を
い
う
。

※
８　

在
留
資
格
別
の
数
値
は
市
窓
口
サ
ー

ビ
ス
課
か
ら
の
デ
ー
タ
提
供
を
も
と
に
算
出
。

※
９　
「
骨
太
の
方
針
２
０
１
８
」
：
正
式

に
は
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
８
～
少
子
高
齢
化
の
克
服
に
よ
る
持

続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
～
」

70％くらいで縮小印刷

総数
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85000
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95000
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図８ 横浜市の外国人数の推移

（2010年-2019年）
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19
い
る
」
と
回
答
し
つ
つ
、
日
本
語

を
学
び
た
い
場
と
し
て
「
無
料
で

学
べ
る
教
室
や
学
校
」（
46
・

５
％
）
や
「
自
宅
や
勤
務
先
か
ら

近
い
教
室
」（
34
％
）
を
挙
げ
て

い
る
。
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
欲

に
つ
い
て
、「
参
加
意
向
が
あ
る
」

は
全
体
と
し
て
高
い
数
字

（
71
％
）
を
示
す
が
、「
参
加
意
向

は
な
い
」
と
答
え
た
外
国
人
の
中

で
「
永
住
者
」
と
「
特
別
永
住
者
」

の
割
合
が
高
か
っ
た
。
大
地
震
が

起
き
た
と
き
の
防
災
拠
点
に
つ
い

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
、

タ
イ
人
、
ペ
ル
ー
人
な
ど
は
過
半

数
が
そ
も
そ
も
存
在
を
「
知
ら
な

い
」
と
答
え
て
い
る
。
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
多
様
な
外
国
人
の
状

況
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
き
め
の

細
か
い
施
策
の
必
要
性
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

　

外
国
人
の
増
加
と
定
住
化
が
進

む
横
浜
市
に
お
い
て
、新
た
に「
横

浜
市
中
期
４
か
年
計
画
２
０
１
８

―
２
０
２
１
」
が
策
定
さ
れ
、
こ

の
中
で
、
市
は
２
０
３
０
年
を
展

望
し
た
横
浜
の
持
続
的
成
長
・
発

展
を
実
現
す
る
た
め
の
６
つ
の
戦

略
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
一
つ
で

あ
る
「
未
来
を
創
る
多
様
な
人
づ

く
り
」
の
中
で
は
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、「
多
文
化
共
生
の
推

進
」
が
初
め
て
戦
略
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
新
た
な
市

の
計
画
を
踏
ま
え
て
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

中
期
構
想
２
０
１
８
―
２
０
２
１

年
度
～
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
活

躍
で
き
る
多
文
化
共
生
の
ま
ち
横

浜
を
目
指
し
て
～
」（
※
10
）
を

策
定
し
た
。
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
に
お
い
て
は
「
多
様

性
が
活
か
さ
れ
る
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
に
向
け
て
４
つ

の
重
点
取
組
を
掲
げ
た
。

●
重
点
取
組
１　

外
国
人
の
生
活

基
盤
支
援
の
充
実

●
重
点
取
組
２　

外
国
人
の
地
域

と
の
つ
な
が
り
強
化

●
重
点
取
組
３　

外
国
人
の
活
躍

促
進

●
重
点
取
組
４　

外
国
人
材
の
誘

致
・
定
着

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
社

会
状
況
に
歯
止
め
が
見
通
せ
な
い

中
、
国
は
外
国
人
材
の
受
入
れ
拡

大
へ
と
か
じ
を
切
り
、
外
国
人
受

入
環
境
整
備
の
メ
ニ
ュ
ー
も
示
し

た
。
今
後
、
横
浜
市
へ
の
外
国
人

流
入
が
加
速
す
る
と
予
想
さ
れ
、

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
横
浜
市
と
密
に
連
携

し
て
外
国
人
施
策
を
推
進
す
る
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人

と
外
国
人
が
と
も
に
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
を
目
指
し
て
本
格
的
に
多

文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。

■
外
国
人
の
生
活
基
盤
支
援
の
充
実

▽
多
文
化
共
生
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
の
開
設

　

国
が
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・

共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」

の
中
で
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人

に
対
す
る
支
援
と
し
て
真
っ
先
に

取
り
組
ん
だ
の
が
、
全
国
に
約
百

か
所
設
け
る
多
文
化
共
生
総
合
相

談
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

（
仮
）
の
整
備
だ
。
行
政
・
生
活

全
般
の
情
報
提
供
・
相
談
を
多
言

語
で
行
う
も
の
で
、
横
浜
市
に
お

い
て
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
情
報
・
相
談

コ
ー
ナ
ー
の
機
能
を
拡
張
す
る
形

で
「
横
浜
市
多
文
化
共
生
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
図
っ
た
（
19
年
８
月
）。
そ
れ

ま
で
４
言
語
（
英
語
・
中
国
語
・

ス
ペ
イ
ン
語
・
日
本
語
）対
応
だ
っ

た
窓
口
に
韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム

語
、
ネ
パ
ー
ル
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
タ
イ
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
追
加
し
て
11
言

語
対
応
と
な
っ
た
。
民
間
企
業
の

通
訳
サ
ポ
ー
ト
を
一
部
活
用
し
な

が
ら
、
４
者
通
話
も
可
能
な
電
話

相
談
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
介
し
た
テ

レ
ビ
会
議
な
ど
機
能
が
拡
張
し

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
市
内
の
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
も
配
備
し
、
相

談
セ
ン
タ
ー
と
結
ん
で
多
言
語
相

談
や
専
門
相
談
の
活
用
を
市
域
全

体
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。

　

相
談
実
績
は
09
年
度
（
図
６
）

の
５
９
１
３
件
か
ら
18
年
度
に
は

15
％
増
加
し
て
６
８
０
２
件
に
達

し
た
。
ほ
ぼ
外
国
人
数
の
増
加
率

（
18
％
）
に
見
合
う
が
、
市
内
に

ラ
ウ
ン
ジ
を
は
じ
め
相
談
窓
口
が

増
設
す
る
中
で
健
闘
し
て
い
る
。

「
通
訳
・
翻
訳
」「
日
本
語
学
習
」

「
医
療
・
健
康
」
な
ど
主
な
相
談

内
容
は
09
年
度
か
ら
変
わ
っ
て
い

な
い
。
近
年
「
出
産
・
育
児
」
と

「
教
育
」
の
相
談
が
増
え
て
い
て
、

そ
れ
は
、
市
民
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
「
小
中
学
校
」、「
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
（
乳
幼
児
健
診
他
）」、

「
療
育
セ
ン
タ
ー
」、「
保
育
園
」

へ
の
派
遣
増
加
に
呼
応
し
て
い

る
。
子
育
て
世
帯
の
多
い
外
国
人

の
ニ
ー
ズ
が
か
な
り
明
瞭
に
表
れ

て
お
り
、
今
後
、
就
学
前
か
ら
社

会
的
自
立
に
至
る
ま
で
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

▽
日
本
語
学
習
に
関
わ
る
環
境
整
備

　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
で
は
日
本
語
学
習
の

事
業
を
通
し
て
、
地
域
の
日
本
語

教
室
を
は
じ
め
行
政
・
団
体
な
ど

多
様
な
ア
ク
タ
ー
と
と
も
に
外
国

人
の
生
活
基
盤
の
充
実
と
多
文
化

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
。
日
本
語
教
室
を
主
宰
し
な
が

ら
、
11
年
度
か
ら
地
域
日
本
語
教

室
等
へ
の
個
別
訪
問
相
談
を
行

い
、
教
室
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
研

修
講
座
の
お
手
伝
い
な
ど
を
し
て

い
る
。
14
年
度
か
ら
は
地
域
子
育

て
支
援
拠
点
と
協
働
し
て
就
学
前

の
子
ど
も
と
親
に
対
し
て
の
日
本

語
と
子
育
て
の
両
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
支
援
を
始
め
た
。
そ

※
10　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
中
期
構
想
：
社
会
の
動
向

や
横
浜
市
の
中
期
計
画
を
踏
ま
え
、
18
～
21

年
度
に
か
け
て
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
基
本
的
方
向
や

重
点
取
組
を
ま
と
め
た
。
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う
し
た
中
、
国
は
「
外
国
人
を
日

本
社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
く
（
社
会
包
摂
）
た
め
、
日

本
語
能
力
が
十
分
で
な
い
外
国
人

が
生
活
等
に
必
要
な
日
本
語
能
力

を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、（
中

略
）、
日
本
語
教
育
環
境
を
強
化

す
る
た
め
の
総
合
的
な
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
、
も
っ
て
、「
生
活

者
と
し
て
の
外
国
人
」
の
日
本
語

学
習
機
会
の
確
保
を
図
る
」
と
し

て
「
地
域
日
本
語
教
育
の
総
合
的

な
体
制
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
打

ち
出
し
た
。
こ
の
事
業
ス
キ
ー
ム

を
活
か
し
て
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
横
浜

市
と
連
携
し
、
19
年
度
に
地
域
の

実
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

れ
を
踏
ま
え
て
体
制
づ
く
り
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。
Ｙ
Ｏ

Ｋ
Ｅ
は
、
在
住
外
国
人
が
地
域
社

会
に
お
い
て
安
心
・
安
定
の
生
活

基
盤
を
築
き
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
る
よ
う
に
（
国
が
い
う

「
社
会
包
摂
」）
す
る
た
め
に
は
、

日
本
語
教
育
の
強
化
だ
け
で
な

く
、
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
が
満
た
さ
れ
、
社

会
参
加
が
進
み
、
日
本
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
々
な
場
に
お

い
て
、
相
互
理
解
と
地
域
と
の
関

わ
り
が
生
ま
れ
る
よ
う
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
。

■
外
国
人
の
地
域
と
の
つ
な
が
り

強
化　
外
国
人
の
活
躍
促
進　

　

10
年
代
に
新
設
さ
れ
た
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
南
区
の
み
な
み

市
民
活
動
・
多
文
化
共
生
ラ
ウ
ン

ジ
（
10
年
10
月
）、
鶴
見
区
の
鶴

見
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
（
10
年
12

月
）、
泉
区
の
い
ず
み
多
文
化
共

生
コ
ー
ナ
ー
（
13
年
２
月
）
で
、

こ
れ
で
現
在
の
10
ラ
ウ
ン
ジ
が
そ

ろ
っ
た
。
こ
の
う
ち
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は

外
国
人
集
住
３
区
と
い
わ
れ
る
中

区
・
南
区
・
鶴
見
区
の
ラ
ウ
ン
ジ

運
営
を
担
っ
て
い
る
。

　

外
国
人
住
民
の
増
加
・
定
住
化

に
伴
い
、
外
国
人
が
集
住
す
る
エ

リ
ア
に
お
い
て
は
地
域
の
共
生
が

リ
ア
ル
な
テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
し

て
き
て
い
る
。
日
本
人
と
外
国

人
、
隣
人
同
士
の
融
和
を
図
り
、

活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
地
域

の
多
様
な
ア
ク
タ
ー
（
自
治
会
・

町
内
会
、
学
校
、
区
役
所
、
ケ
ア

プ
ラ
ザ
そ
の
他
の
公
共
施
設

等
々
）
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

り
、
日
本
人
と
外
国
人
の
相
互
理

解
と
交
流
・
協
働
を
ベ
ー
ス
に
住

民
間
の
関
係
づ
く
り
か
ら
地
域
共

生
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
の
取
組
の
中
で
、
外
国
人
住
民

の
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
と
り
わ

け
、
次
世
代
を
担
う
外
国
人
の
若

者
た
ち
の
社
会
的
自
立
ま
で
を
視

野
に
入
れ
た
サ
ポ
ー
ト
を
通
し

て
、
若
者
た
ち
が
地
域
と
つ
な
が

り
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
活
動

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
モ
デ
ル

と
な
る
事
例
が
あ
る
。
泉
区
の
い

ち
ょ
う
団
地
で
は
、
地
域
防
災
を

担
う
外
国
人
の
若
者
た
ち
（
ト
ラ

イ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）
の
活
動
が

あ
る
。
ま
た
、
中
区
の
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
で
は
外
国
人
の
若
者
た

ち
の
た
め
の
居
場
所
（
レ
イ
ン

ボ
ー
ス
ペ
ー
ス
）
づ
く
り
が
起
点

と
な
っ
て
地
域
と
も
関
わ
り
を

持
っ
た
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

は
、外
国
人
住
民
に
と
っ
て
、困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
母
語
で
相
談
が

で
き
、
生
活
に
必
要
な
日
本
語
を

学
べ
、
同
国
人
と
集
い
、
日
本
人

と
も
交
流
が
で
き
る
な
ど
、
生
活

の
拠
り
所
で
あ
り
居
場
所
で
も
あ

る
身
近
な
存
在
だ
。
横
浜
市
に
お

け
る
多
文
化
共
生
推
進
の
拠
点
と

し
て
ラ
ウ
ン
ジ
の
重
要
性
が
増
す

中
で
、
地
域
ご
と
の
特
性
や
事
情

に
基
づ
く
ラ
ウ
ン
ジ
の
自
主
的
な

活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、
相
談
等

の
共
通
業
務
に
つ
い
て
は
サ
ー
ビ

ス
の
平
準
化
や
機
能
向
上
が
一
層

求
め
ら
れ
る
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
、
市

内
10
か
所
の
ラ
ウ
ン
ジ
と
緊
密
に

連
携
し
、
中
間
支
援
機
関
と
し
て

必
要
な
役
割
を
果
た
し
、
横
浜
市

全
体
の
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
７  

お
わ
り
に

　

国
の
外
国
人
受
入
拡
大
施
策
を

契
機
と
し
な
が
ら
、
多
文
化
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
は
１
９
９
０
年
代

の
第
１
ス
テ
ー
ジ
か
ら
２
０
２
０

年
代
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
移
ろ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
第
１
ス
テ
ー

ジ
は
平
成
の
時
代
と
重
な
っ
た
。

そ
し
て
、
今
、
令
和
の
時
代
を
迎

え
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
と
ば
口
に

立
っ
て
、
我
々
は
、
ど
の
よ
う
な

社
会
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

　

住
民
の
多
様
性
が
地
域
の
個
性

と
し
て
好
感
さ
れ
、
同
時
に
ま
と

ま
り
を
欠
く
こ
と
な
く
相
互
に
認

め
合
い
・
支
え
合
う
社
会
は
ど
う

だ
ろ
う
。
参
考
に
し
た
い
の
が
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大

会
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
。
多
様
で

あ
り
な
が
ら
一
体
感
も
あ
る
チ
ー

ム
の
姿
は
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
。
新
し
い
「
チ
ー
ム
づ
く
り
」

の
道
の
り
は
平
た
ん
で
は
な
い

が
、
未
来
を
見
据
え
て
本
格
的
に

取
り
組
む
時
期
を
迎
え
て
い
る
。


